
〈受賞者の声〉

令和 2年度 論文賞

京都大学大学院大学大学院工学研究科 劉 俊 榮

この度は令和 2 年度 EICA 論文賞にお選びいただきまして，誠に有難うございま

す。このような栄誉ある賞へ選出頂いたことを大変光栄に存じます。そして，本論

文を審査して頂きました審査員の皆様，並びに学会関係者の皆様には深くお礼申し

上げます。

本論文は，令和 2年度にオンライン開催されました，第 32 回の研究発表会で口頭

発表させていただいた内容ですが，この発表は私自身にとって初めての口頭発表の

機会でした。そのような状況で本賞を頂けたのは，一文不知であった私に本研究

テーマを与えてくださり，ご指導いただきました，京都大学の高岡昌輝先生と大下

和徹先生のお陰であり，心から感謝申し上げます。

本研究では，下水汚泥の含水率を簡便な手法でリアルタイム分析することついて

検討しました。具体的には，土壌学分野で幅広く用いられている土壌水分計の一種である ECH2O EC-5 Soil

Moisture Sensor を用いた含水率測定の可能性について調査しました。土壌水分計は，測定対象となる試料につ

いて，個別に校正を行う必要がありますが，導入費用が安価で，測定方法が簡便である長所があります。複数の

下水処理場の汚泥試料を対象に当土壌水分計の導入可能性を検討した結果，複数の処理場の汚泥試料について一

つの校正式を使用し，測定することが可能であることが示唆されました。また，各汚泥試料に特化した校正式を

作成することにより，より高精度の測定が可能であることが分かりました。

今現在は，当土壌水分計を用い，実際の乾燥プロセスにおける下水汚泥含水率の経時変化をリアルタイムで測

定することについて検討を行っております。今後も更に研究を発展させ，学会や社会に貢献できるよう，今回の

受賞を励みに精進して参ります。

最後に，これまで物心両面から支えてくれた妻，崔智善に深く感謝申し上げます。
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